
令和６年度 学校関係者評価書 
 

                                                    学校法人青い鳥学園 佐藤幼稚園 園長 山本 勘太 

                                                              佐藤幼稚園学校関係者評価委員会委員長 石田 佳恵 

1. 本年度の重点目標                                                               （学校関係者評価委員7名） 

イ． 保護者教育及び親子ふれあいを深めるための事業の充実 

ロ． 心豊かに育む絵本の読み聞かせ、ごっこ遊び、リトミックの充実 

ハ． 在園児及び未就園児親子への子育て支援の充実 

 

2. 自己評価結果に対する学校関係者評価 

＊Ａ（十分に成果があった）、Ｂ（成果があった）、Ｃ（少しの成果があった）、Ｄ（成果がなかった ）        （教諭11名） 

評価対象 評価項目 具体的取組 自己評価 園としての改善策 学校評価 学校関係者評価委員の意見 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ．本年度の重点 

目標・活動 

 

1.保護者教育及び親子ふれあいを深めるた

めの事業の充実 

 

 

 

 

 

2.心豊かに育む絵本の読み聞かせ 

 ごっご遊び・リトミックの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.在園児及び未就園児親子への子育て支援 

の充実 

 

1.年少児は秋に親子遠足を実施。年中児・年長児は秋に親

子レクレーションを実施。その他、全学年、保護者参加

型運動会を実施。又、当園の野外施設で、在卒園児親子

を対象としたミニイベントを実施したり、野外施設開放

デーを実施した。それに加えて、年長児は、3学期に親

子もちつき大会を実施した 

 

2.年間を通して、各クラスで季節や子ども達の興味関心を

考慮しながら、可能な限り、毎日、帰りの時間に絵本の

読み聞かせを行った。又、毎週１回クラス文庫の日を設

け、各家庭に絵本を持ち帰ってもらい、親子で絵本に親

しんでもらう取り組みをした 

今年度も各学年、子ども達がより意欲的に活動に取り

組めるよう、ごっこ遊びを取り入れた保育の柱とし、

園児と楽しい活動を行なうことができた。リトミック

もかなり定着してきたので、年間計画に教育の柱とし

てしっかりと取り入れ、各学年、子ども達と楽しむこ

とができた 

3.在卒園児向けに休日の園庭の開放、子育て相談の実施、

開園日は預かり保育を実施。また月 2～３回、0～3 歳

までの未就園児親子対象のひよこデーや、次年度入園予

定の親子を対象に親子すくすく教室を実施。さらに、秋

には野外施設の開放デーの実施、秋には野外施設でミニ

イベントも実施した 
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7 2 0 1. 今年度は昨年までのコロナ禍
とは違い、落ち着いたスタート
をきることができた。コロナ禍
の３年間の経験を活かし、実施
方法や内容を検討し、親子でレ
クレーション、及び親子遠足を
楽しんで頂けるよう考え、実施
できた。例年同様、園児や保護者
の方には楽しんで頂けたのでは
ないかと思う 
次年度以降もこの３年間の経験
を活かし、実施方法や内容を精
査しながら、親子で楽しんで頂
ける活動を少しでも多く取り入
れていきたいと思うのと同時
に、ここ数年、親子のふれ合い遊
びの機会をもつことができてい
なかったので、親子でのふれあ
いの遊びの機会を増やしていけ
たらと思う 
 
2.絵本の読み聞かせは、当園が大
切にしていることの１つであ
り、例年通り、お帰りの時間等に
子ども達がゆったりとした時間
を過ごせるよう行った。又、例年
通り、各学年、ごっこ遊びを楽し
んだ。加えて、リトミックにより
力を入れて、案を工夫し、実践で
きたのではないかと思う。次年
度も楽しんで行っていきたい 
 
3.コロナ禍の３年間の経験を活
かし、実施方法・内容等を工夫
し、予定通り行えたので、この経
験を活かし、次年度に繋げてい
きたいと思う 

6 1 0 0 1.今年度は昨年度までとは違い、落ち着

いたスタートが切れたようで良かっ

た。ただ、共働き家庭が増えたようで、

行事の実施も依然と同様に行うのも難

しくなっているとのことなので、行事

のあり方や実施方法、内容を再検討し

て、次年度以降も変わらず親子で楽し

める活動を実施して欲しいと思う 

 

2.以前から大切にしてきた絵本の読み

聞かせやごっこ遊びはもちろんのこ

と、ここ数年で定着してきたリトミッ

クにもより力を入れているようで、又、

子ども達も毎回リトミックの時間を楽

しみにしてくれており、いい活動にな

っているようなので、今後も大切にし

ていって欲しいと思う 

 

3.未就園児教室も以前の形での実施が

できるようになり、安心して実施でき

たようだが、参加者が以前に比べだい

ぶ減っており、実施方法や内容を再検

討する必要があるとのことなので、参

加者等の意見も聞きながら、次年度の

計画を立てて、より多くの方が参加し

てもらえるよう工夫して欲しいと思う

また、野外施設での活動の１つとして、

母親向けのイベントも開催して、楽し

んでもらえているようなので今後も継

続して欲しいと思う 

5 4 0 0 7 0 0 0 
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Ｂ．保育の計画性 

 

 

1.園の理念や教育方針について、園長や教 

職員と話し合っている 

 

2.園の教育課程を理解し、子どもの実態・ 

地域性を考慮し、保育計画を立てている 

 

3.保育計画と実践の評価・反省を行い、次

に活かせるように心掛けている 

1・2に関しては、学期前、学期終了後を始めとして、必

要に応じて、職員会議の時や、研修の機会を設け、教職員

全員で話し合った 

 

 

 

3に関しては随時、必要に応じて職員会議等で話し合いの

場を設けた 

7 2 0 0 
1に関しては、年度開始前、日々
の職員会議等で話し合いの機会
は多々設けた。ただ、教職員によ
って理解度に差があるので、一
人ひとりの教職員がしっかりと
理解を深められるよう個別にも
伝達・指導していきたい 
2・3に関しては、毎年、年度初
めに年間カリキュラムを作成
し、月単位、週単位と確認の上、
実践・反省・評価するよう努めて
いる。ただ、まだ保育計画への理
解に個人差がみられるので、一
人ひとりの教職員がしっかりと
理解できるよう、今後も伝達・指
導を徹底してきたい 

5 2 0 0 教職員がしっかりと園の理念や教育方

針について、深い理解を持ち、実践する

ことが円の信頼にもつながると思うの

で、現在も職員会議等でしっかり伝え

ているようだが、今後も園長をはじめ、

教職員全員がしっかりと共通理解をも

って教育にあたれるよう、話し合いの

場を設け、園の方針や理念についての

相互理解を深めていってほしいと思う 

4 4 1 0 5 2 0 0 
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Ｃ．研修と研究 

 

 

1.研修会や研究会に意欲的に参加している 

 

 

2.園内研修を積極的に行っている 

 

 

 

 

 

 

3.教材・教具について知識を得たり、様々

な活用方法を研究している 

 

4.保育に必要な知識の獲得や、技能の習得

を積極的に行っている 

1.リモートで参加できる研修が増えたこともあり、リモー 

ト研修を含め、対面で参加できる研修会には、可能な限り 

参加した 

2.今年度は、若い教諭の子どもの発達への理解、幼児教育・

保育への理解をより深めるための園内研修に力を注いだ。 

又、持っている技術を生かすための方法についてもより深

まるよう資料等を用いた園内研修を行った 

又、教育活動の準備（リハーサル）を大切にし、しっかり

と援助、指導のポイントをおさえて実践できるよう指導に

あたった 

３・４に関しても、基本的な事柄についての理解をより深

めるため、話し合いの機会を多く持ち、一人ひとりの教職

員がしっかりと知識や技能を習得し、教育活動へ繋げてい

けるよう、また、教師としても成長できるよう、研修の機

会を多く設けた 
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9 0 0 
1 今年度は、リモート研修を含
め、研修会に参加することがで
き、それを園の活動にも繋げて
いくことができたので良かっ
た。次年度以降も、可能な限り、
研修には積極的に参加し、資質
向上に繋げていければと思う 
2園内研修に関しては、今年度は 
子どもの発達への理解、幼児教 
育への理解に重点をおき取り組 
み、まだ十分ではないが、ある程 
度成果を感じることができた。 
ただ、教職員によって差がある 
ので、共通理解を持って教育活 
動を行えるよう指導・援助して 
いきたい 
3・4に関しては、今年度は基本 
的な事柄についての理解を深め 
るため、管理職等の指導や助言 
をもとに学ぶというだけでなく 
教職員一人ひとりが自ら学ぶ大 
切さを伝え、自ら学ぶ体制作り 
を心掛けた。まだ十分ではない 
が少しその成果を感じられの 
で、次年度もこの姿勢を大切に 
していきたい 

4 3 0 0 1については、対面での研修にも昨年に

比べ参加でき、成果も感じられたよう

なので、次年度以降もできるだけ参加

し、子ども達に還元して欲しいと思う 

 

2.園内研修では基本的な事項について

改めて力を入れて研修を行い、成果も

それなりに感じられたようなので、次

年度以降も様々な分野において、しっ

かりと研修の機会を設け、子ども達に

還元して欲しいと思う 

 

3・4に関して、教材・教具についての

知識の獲得や技能の習得については、

個々の教諭によって少し差がみられる

とのことなので、その必要性も含め、管

理職を中心として、助言・指導を徹底し

て欲しいと思う。又、個々での学びだけ

でなく教職員全体で学べる機会をでき

るだけ可能な限り設けて欲しいと思う 
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Ｄ．保育のあり方・ 

子どもへの対応 

 

1.一人ひとりの子どもとの関係がしっかり

と築けている 

 

2.一人ひとりの子どもの興味・関心事及び

友達関係をしっかりと把握している 

 

3.一人ひとりの子どもの発達についての理

解が十分にできている 

4.健康と安全についての配慮ができている 

1～3に関しては、今年度も各教師が、家庭から提出され

る個別表、前年度の担任の話、連絡帳、個別面談、保育日

誌、日々の保育活動等を通して、1年間を通して、1人ひ

とりの園児を理解し、信頼関係を築けるよう様々なことを

取り組んだ。支援を必要とする子の保育・対応や、保護者

教育についても勉強会に力を入れた 

4に関しても、例年通り、個別表、連絡帳等で、個々の園

児が持つ病気、食物アレルギー、対処法等について、共通

理解できるよう機会を設けた。また、怪我やトラブルへの

対応についても、職員会議等を通して、教職員間で対応を

しっかりと統一するよう、何度も話し合いの場を設けた 

5 4 0 0 1～4各項目に関しては、職員会
議等で日々確認しながら行って
きたが、こども一人ひとりとの
関係、クラス作りにも個々で理
解の差、意識の差がでてしまっ
たので、教師によって極端な違
いや差が出ないよう、個人的に
具体的な指導を実施し、話し合
いの場をできるだけ設けた。只、
前年度同様、支援が必要な園児
も増えてきているので、保護者
対応も含め、しっかりと対応で
きるような体制作りを心掛けて
いきたい 

5 2 0 0 1.2.3毎年思うが、温かい優しいかかわ

りをを大切に、子ども一人一人の思い

をくみ取り、援助・指導して下さる先生

方の姿に、安心して子どもを預けられ

ると感じている 

4.ここ数年、コロナ禍だったということ

もあり、今まで以上に健康や安全に配

慮されたことがお話から伝わったが、

その経験を今後の園運営・教育活動に

ぜひ生かしていって欲しいと思う 

5 4 0 0 5 2 0 0 

5 4 0 0 5 2 0 0 

6 3 0 0 

 

5 2 0 0 

 

 

 

1.クラス経営がスムーズに行われている 

 

 

1.各担任が、各クラスの子どもの良い所を伸ばし、子ども 

達 1 人ひとりが生き生きと遊べるよう、日々の保育に創

意工夫を心掛けるよう援助し、実践した。また、管理職を

始めとして、園全体としても活気溢れる魅力のある園でい

6 3 0 0 1.個別面談、連絡帳、お手紙等で、 
保護者の皆さんからは多くの感 
謝のお言葉等を頂いた 
次年度もしっかりとクラス運営 
が行えるよう、援助・指導してい 

4 3 0 0 子ども達が自分の思いや考えを素直に

表現できていることがクラス参観から

どのクラスでも感じられて嬉しく思っ

た。それは、毎日の職員会議をはじめ、



 

Ｅ．幼稚園運営 

 

 

2.園長・主任等管理職の教師との関係は円

滑にいっている 

 

 

3.同僚の教師との協力・連携がしっかりと

なされている 

られる環境設定（物的・人的）に取り組んだ 

2.例年通り、管理職（園長・主任等）やベテラン教諭がで 

きる限り相談、指導の場を設け、話し合いを重ね、関係 

作りを心掛けた 

3.各教諭が自身のことだけではなく、学年・園全体として 

共通理解が持てるよう、また、しっかりと協力・連携体制

が築けるよう、毎日の職員会議等、話し合いの場を多く設

け、指導にあたった 

4 5 0 0 きたい 
2.・3共に、例年同様、日々の職 
員会議だけではなく、その都度、 
必要に応じて話し合いの機会を 
設けたので、ある程度、成果を感 
じることができた。ただ、捉え方 
の違いも多少あったので、伝え 
方等も工夫し、より理解が深ま 
るよう改善していきたい 

5 2 0 

 

 

 

0 

 

 

様々な場面で、必要に応じてコミュニ

ケーションを積極的にとっていること

によるのだと、お話を聞いて感じた。 

園全体の在り方は、本当に子どもサイ

ドに立って、子ども達が楽しめるよう

創意工夫されているのが感じられた。

今後も子どもや保護者の皆さんにとっ

ても安心できる場所であり続けて欲し

いと思う 

4 5 0 0 5 2 0 
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Ｆ．保護者への対応 

 

1.園や家庭での子どもの様子について、電 

話・連絡帳等でしっかりと伝え合っている 

 

2.保護者からの相談・クレーム等を、園長、

主任等に報告・相談し、対応している 

1.連絡帳、電話、クラス便り、手紙、又、送迎時に直接口 

頭でなど、様々な方法で、できる限り伝えあった 

2.各教諭には、常に報告・連絡・相談を心掛けることを指

導しており、保護者対応で必要な事柄が生じた場合は直ぐ

に園長・主任等にも報告し、話し合いを行い、必要に応じ

て、園長・副園長・主任等が保護者面談を行ったり、改善

すべき所はすぐに対応するよう取り組んだ 

6 3 0 0 
日頃より、教職員に一人ひとり
に丁寧かつ細やかに対応するよ
う指導・助言を心掛けているの
で、多くの場面でしっかりと伝
達や対応ができているが、一部、
経験が浅い若い教師もいて、不
十分な面も見られるので、今後、
言葉遣いや伝え方等の指導をよ
り徹底していきたいと思う。又、
園としての考え方をしっかりと
教職員間で共有し、保護者との
やりとりがスムーズに行われる 
よう心掛けていきたい 

5 2 0 0 保護者からの質問や相談等、またその
日にあった子どもの様子など、細かな
ことも毎日打ち合わせで共有されてい
るとお聞きした。又、担任でない教諭に
お話ししても理解が得られ、どの教諭
にも対応してもらえることが安心でき
ると感じた。ただ、ごく稀ではあるが、
個々の判断で対応してしまったケース
もあるようなので、次年度以降は報告・
連絡・相談を徹底して欲しいと思う 

6 3 0 0. 4 3 0 0 

 

 

 

 

 

 

Ｇ．地域の幼児教育 

センターとして 

の役割 

1.園に対する様々な問い合わせ等について

きちんと対応している 

 

 

2.地域の人たちや未就園児に対して、園庭 

等を開放したり、子育て相談に応じている 

 

 

3.子どもの教育のために利用したい地域の

自然環境や施設、機関について理解して

いる 

 

4..預かり保育を実施している 

1.未就園児の活動や次年度の入園に関する問い合わせや、 

地域からの園行事に関する問い合わせ等にしっかりと丁

寧に対応するよう心掛けた 

 

2.今年度はコロナ禍前の実施内容・方法に戻し、月に2～

3 回、0～3 歳までの未就園児親子対象のひよこデーや、

次年度入園予定の親子を対象に親子すくすく教室を実施

した 

 

3.例年通り、よく利用する、また、利用する可能性がある 

場所については事前に出向き、利用方法、安全面等につい 

て、常に下調べを行うよう心掛けた 

 

4.．通常日の預かり保育、長期休業中の預かり保育を実施 

した。そして、今年度から長期休業中・春季預かり保育の 

実施を始めた 

 

5 4 0 0 
1.基本的には園として、共通の理
解を持ち、対応に差が出ないよ
う、職員会議等でしっかりと話
し合いの場を設けている。ただ、
現状は個々に対応の差があると
感じる面もあるので、今後はそ
れぞれの教職員がしっかりと対
応できるようにしていきたい 
2.今後も地域の園としての役割
を果たしていけるよう、在園児
だけでなく、未就園児、地域の方
に対しても、できる限り開放的
な園でありたい 
3.例年通り、年度開始前や職員会
議、園外保育時に、教職員へ伝え
る機会を設けて活動したので、
成果を感じることができた。た
だ、理解度に個人差がみられた
ので、今後は個々に丁寧に伝え
ていきたい 
4.今年度から長期休業中の春季
預かり保育も開始し、保護者の
ニーズもそれなりにあったた
め、次年度以降も春期預かり保
育だけでなく、預かり保育の実
施方法も再検討し、少しでも保
護者のニーズに対応できるよう
にしていきたい 

5 2 0 0 1.保護者や他の問い合わせについては、

担当の先生が中心に対応されていると
お聞きしたが、他の先生方とも共有し、
今後も丁寧な対応をしていって欲しい 

2.園庭開放や未就園児教室等は以前の
ように行う形に戻せたとのことで良か
ったと思う。今後も開放的な園であっ

て欲しい 

3.ここ数年、コロナ禍だったこともあ
り、園外に出る機会がだいぶ減ってい

たので、特に若い教諭の理解が浅いと
いうことを聞いた。次年度以降は以前
のように積極的に園外へも出たいとの

ことなので、皆の理解が深まるよう話
し合いの場を設けたり、直接訪問して
理解が深まるよう心掛けて欲しい 

4.共働きの家庭も増えてきたこともあ
り、長期休業中の春期預かり保育も始
めて、それなりにニーズがあったよう

なので、今後もあまり子ども達に負担
のかからない程度に、保護者のニーズ
に応えていって欲しいと思う 

5 1 3 0 3 4 0 0 

4 3 2 0 4 3 0 0 

7 2 0 0 7 0 0 0 

 

 

Ｈ．自己評価システム 

 

1.教師１人ひとりがしっかり自己評価して

いる 

2.自己評価に対し、園として問題点を把握 

し、その改善に対処している 

1.各学期末・学年末に自己評価表を用いて自己評価を実施 

した 

2.各学期、自己評価をもとに、職員会議等で園として、ま 

た一教師としての問題点について話し合い、改善策を検討 

し、次学期の保育活動に活かすよう心掛けた 

 

2 

 

5 

 

2 

 

0 

自己評価と併せて、客観的な評
価もしっかりと取り入れて、今
後もより質の高い教育活動がで
きるように、また一教師、人とし
ても成長していけるよう話し合
いの場をしっかりと設け、改善
点を次年度に活かせるようにし
ていきたい 

7 0 0 0 保育準備や毎日の保育に関して、失敗

や反省等を今後に活かすために、しっ

かりと振り返り話し合うことを大切に

されているとお聞きした。今後も自己

評価も含め、今の姿勢を大切にして欲

しいと思う 

2 5 2 0 7 0 0 0 

 

 

Ｉ．外部アンケート 

 

1.保護者へのアンケートをしっかり実施し

ている 

2.保護者へのアンケート結果をしっかり受 

け止め、課題に対し善処している 

1.年度末に幼稚園及び教職員、子どもに関するアンケート

を実施した 

 

2.アンケート結果を真摯に受け止め、改善点については改

善策を考えた 

0 9 0 0 今後の園運営の課題を知ること
ができるよい機会なので、頂い
たお声を真摯に受け止め、次年
度以降の園運営・教育活動等に
活かしていきたい。又、保護者の
方からの質問にも、丁寧な説明
を心掛けていきたい 

7 0 

 

0 0 今年度はコロナ禍があけ、落ち着いた
スタートをきれたようで安心した。次
年度以降、以前と同じように教育活動
がどこまでできるか分からないが、以
前から大切にしてきた園の教育をでき
るだけ継続していって欲しいと思う 

0 9 0 0 7 0 0 0 

 


